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２０２５年ニュース

【材料（２人分）】

◆おいしいレシピ◆ ～イタリアン餅グラタン～

【作り方】

《1》餅は1個を4等分に切る。

《2》玉ねぎは薄切り、かぼちゃは1cm厚さの一口大に切って電子レンジで

加熱する。ミニトマトは半分に切る。

《3》耐熱容器にバターを塗り、玉ねぎを広げて1)の餅をのせる。ラップをして電子レンジで餅がや

わらかくなるまで加熱し、かぼちゃを入れる。

《4》ミートソースをかけてチーズ、ミニトマトを散らし、パン粉とパセリを振って熱したオーブン

トースターでこんがりと焼く。

安全運転アドバイス

・切り餅 4個 ・ミートソース 200ｇ ・玉ねぎ 1/4個

・かぼちゃ 80ｇ ・ミニトマト 4個 ・ピザ用チーズ 40ｇ

・バター、パン粉、パセリ(みじん切り) 各適量

特に団体観光客の動きに注意する

行楽地や観光地の駐車場は、一般車両のほかに観光バスが多いという特徴があります。バスを降りた

観光客は団体で行動することもあって、自分で安全を確認するという意識が薄らいでいるおそれがあり

ます。場内では徐行するとともに、特に団体観光客の動きには十分に注意を払いましょう。

整備されていない駐車場では駐車方法などに注意する

行楽シーズンには、臨時の駐車場が設けられる場合もよくありますが、

その中には車止めや区画線がなく、路面もあまり整備されていない駐車場

も見られます。そうした駐車場を利用する場合は、他の車や歩行者の動き

だけでなく路面の凹凸などにも注意しましょう。また、駐車する際は、側

方や後方の駐車車両との間隔が十分か、車両が斜めになっていないかなど

にも注意しましょう。

駐車する際に少しでも不安があるときは、躊躇することなく降車して駐車

先や隣接車両との間隔を自分の目で確認し、同乗者がいる場合は、車を降

りて誘導してもらうのも良い方法です。

寒中お見舞い申し上げます
寒さ厳しき折皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます
昨年は格別のご厚情を賜り誠にありがとうございました
本年も変わらぬお付き合いをお願い申し上げますとともに皆様
のご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます

令和七年 一月

【2025大阪・関西万博が2025年4月13日～10月13日に開催予定】

株式会社 三井綜合保険事務所社員一同

車で出かけるときは駐車場を利用することがしばしばありますが、駐車場は隠れた事故多発場所とも言

われています。そこで今回は、特に行楽地や観光地の駐車場における事故防止のための留意点をまとめ

てみました。

【行楽地・観光地の駐車場での留意点】

●２０２５年日本国際博覧会のテーマや コンセプトについて

（１）テーマ～いのち輝く未来社会のデザイン

世界は今、大きな変化を迎えています。そして、生活を劇的に変化させる革新的な技術も進歩していくで

しょう。しかし一方で、先進国と発展途上国との生活環境の格差は広がっています。 「いのち輝く未来社会

のデザイン」というテーマには、世界中すべての人にとって「幸せな生き方とは何か?」を考え、「“すべて

の”いのち輝く未来社会」のためにアイディアを出し合ったり、解決方法を考えたりしてほしいという思いが

込めれられています。

（２）持続可能な開発目標（SDGs）達成への貢献

SDGsとは、「誰一人取り残さない」ことを誓い、国連で採択された世界共通の目標 （ゴール）です。

世界が一つになって取り組むSDGsのめざす姿は、世界中の一人一人の幸せを考え、「いのち輝く未来社会」

をめざすという2025年大阪・関西万博のテーマと合致します。 2025年大阪・関西万博が開催されるのは、

SDGs達成目標の年である2030年の5年前。 世界中から人々が集まり、未来社会を創るアイデアを交換した

り、新しいアイデアを生み出したりすることで、さまざまなSDGsの取組みが少しでも早く目標達成に近づ

くことをめざしています。

（３）コンセプト～People’s Living Lab‐未来社会の実験場

2025年大阪・関西万博の会場は、これまでにない新しい技術や革新的なアイデアを実験する場となるよう

計画が進められています。 特に、世界中の人々と考えを台あったり、協力して考えたりできるような技術を

活用することで、さまざまな人が協力して創り上げる「共創」という考え方を実現しようと準備を進めてい

ます。 この大阪・関西万博で実験する技術やシステムは、大阪・関西だけでなく、日本中、世界中へとネッ

トワークを広げていきます。これからの社会で、たくさんの人とつな がって、協力して未来を創っていくき

っかけになることを願っています。

iDeCo(個人型確定拠出年金)とは、将来にそなえて
自分で作る私的年金の制度のことです！

iDeCoとは、公的年金（国民年金・厚生年金）とは別に給付を受けられる私的年金制度の一つです。

公的年金と異なり、加入は任意で、加入の申込、掛金の拠出、掛金の運用の全てをご自身で行い、

掛金とその運用益との合計額をもとに給付を受け取ることができます。

節税しながら資産形成ができ、少額からでもはじめられるので、投資経験がない方

にも将来のお金の準備をする方法としておすすめの制度です。

公的年金と組み合わせることで、より豊かな老後生活を送るための一助となります。

三井綜合保険事務所はｉＤｅＣｏの加入手続きのお手伝いをしています。
詳しい内容のご照会や資料請求など、お気軽にご相談ください！

資料請求は
こちら

●2025年日本国際博覧会の概要

名 称:2025年日本国際博覧会（略称大阪・関西万博) 

会 期:2025年4月13日～10月13日（184日間）

会 場:夢洲(ゆめしま)（大阪市此花区）

テ ー マ:いのち輝く未来社会のデザイン（Designing Future Society for Our Lives）

サブテーマ:いのちを救う いのちに力を与える いのちをつなぐ

コンセプト:未来社会の実験場（People’s Living Lab）

日本で初めての万博

日本で初めての万博は１９７０年に大阪で開催されました（大阪万博（EXPO’70））。これは、アジアで初

めて開催された博覧会で、発展途上国も多く参加しました。科学技術の進歩を発信すると共に国際理解が深ま

りました。２０２５年大阪・関西万博は、２００５年に開催された愛・地球博に続き、２０年ぶりに日本で開

催される万博です。

「万博（万国博覧会）」は、地球規模のさまざまな課題に取り組むために、5年に一度、世界

各地からたくさんの人やモノ、知恵や技術などが集まる世界中が注目する大きなイベントです。

日本と万博との関わりについて見て行きましょう!

お正月のお雑煮用に買ったお餅が余ったら、お餅のアレンジレシピで食べきりましょう！


